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原著

ナチュラル・アプローチによる文字指導プログラムの試み

一文字の意味理解・使用的側面を重視したプログラムの作成とー精神遅滞児への適用一

長崎 勤*・小野里美 Ij汎村・清 )11 端恵***

文字についての意味理解と使用面を重視し、加えて読み、書字、音韻意識を総合的

に配置したナチュラノレ・アプローチによる文字指導プログラムを開発した。本プログ

ラムの一部である、絵カードと文字単語の対応のステップを 7歳のーダウン症児に適

用しプログラムの妥当性の一端を検討した。その結果、絵カードと文字単語の対応に

よる意味理解、読み、文字に指さしを対応させる音韻意識については、指導を重ねる

につれ、正答率が上昇していった。また、意味理解、読み、音韻意識がそれぞれ関連

しながら習得されていく傾向が見られた。意味理解や読みの正答率が低い時期から文

字の使用を目的として行われた買い物課題において文字を手がかりにして実物の選択

を行うことができた。これらから、文字指導において意味理解や使用を重視した指導

の重要性が示唆された。

キー・ワード:文字指導 ナチュラル・アプローチ 意味理解使用 ダウン症児

[ 1 ] 問題と目的

障害児教育の教科教育において、文字指導は

重要な位置を占めている D しかし多くの場合、

各個人の発達水準に関わらず、まずなぞりがき

から導入されることが多く(大庭，19969
))、その

ため「文字の模写ができ、読めても意味がわか

らなしユ」といった事態が生じやすいと言われる D

しかしながら意味が分からないままに行わされ

る書字は、例えば、我々にとっては意味のわか

らない未知の国の文字を、 1時間にわたってな

ぞり書きをするようにといわれた場合を想像し

てみればわかるように、苦痛でしかないであろ

うO にもかかわらず、十分な根拠なしに多くの

教育現場でこのような指導が行われる背景に

は、子どもの発達段階や興味に対応できる文字

指導のプログラムが、わが閣においてはまだ非

*心身障害学系

**心身障害学研究科

***青森県立八戸第一養護学校

常に少ないことがあげられよう。

子どもの文字の習得の始まりは、「自分の名

前J であることが多いといわれている(無藤・

遠藤・坂田・武重 19925
))0 このことは、文字が

何かを人に向かつて伝えているものであり、生

活に実用的に必要なものであるということの理

解、すなわち、文字の意味的機能と使用約機能

の理解が文字習得の初期の要国として大きいこ

とを示している。

わが国で唯一の体系的なプログラムといえる

天野 (19772
)) の仮名文字教育プログラムは、音

節ごとに手を打ったり、積み木を置いてゆくと

いった、音韻分解行為を文字習得の基礎とし、

その形成に重点、を置いている O しかし、精神遅

滞児については必ずしも者韻分解の習得が読み

の習得に関連していない(吉岡・松野，199310
))

という知見がある o 更に、前述したような、意

味や使用面への関心から始まる健常児の文字の

習得過程を合わせて考慮するとき、音韻分解を

必ずしも指導の前提とはせずに、文字指導の導

- 85-



長崎 勤・小野里美帆・清川瑞恵

入時に意味理解を重視する指導方法が検討され

る必要があろう O

話しことばの指導においては、「語用論革命J

と言われるようにことばの使用面を重視した

「語用論的アプローチ」が提案されてきている

(長崎，19956
):大井，19948))0文字指導におい

ても、話しことばの指導と同様、「使用」される

環境の中での習得を援助してゆくことが、より

効果的であることが仮定される O

近年、欧米における言語発達遅滞児や健常児

の文字指導研究において、意識的に環境の中に

文字を導入し生活や遊びの中でその意味に気づ

かせていく方法が提案されている D

Neuman， S. B.とRoskos，K. (1992)7)は、

3------5歳児を対象に、自由遊び文脈の中に、読み

書きに関係した教材を意図的に挿入し、遊び環

境の操作の影響を分析した結果、指導後は読み

書き活動の頻度や持続時間、活動内容の複雑さ

が増加した。このことから Neumanらは、親し

みのある文脈の中で読み書きに関係した事柄を

機能的に扱うことが、文字に関する初期の活動

において重要であると指摘している。

また、 Bunce，B. H. (1995) 3)は、幼児に対す

るNatural Literacy Model (自然な文字指導モ

デル)を考案し、言語発達遅滞児に適用してい

る。このモデルでは、場所や情報を与えるサイ

ンとして文字を掲示したり、常時何か書くこと

ができるコーナー (Writingcenter)を設ける、

また指導の最後にその日の活動を子どもが話

し、それを指導者が連絡I阪に文字で書きとめ、

家庭で報告させるといった活動を通して、こと

ば全体にアプローチできる環境・文脈の設定を

行うこと (Wholelanguage approach) を試み

ている o また、アルファベットソングを歌った

り、子どもたちに韻を踏んだ文を作らせると

いった音韻意識に関する活動を行うこと

(Phonological awareness approach)によっ

て初期の読み書き技能を促進させている。

このような子どもの文字の習得過程を考慮

し、文字への関心や興味、文字が意味を持つこ

とへの気付き (awareness)、さらに文字の使用

的機能といった側面を強調することによって、

より効果的な文字習得の可能性を検討するプロ

グラムは「ナチュラル・アプローチJ と呼ばれ

ることがある (Bunce，B. H. ，19953
))。

本プログラムでは、子どもの文字習得の過程

と使用環境を考慮、した上で、文字についての意

味理解と使用面を重視し、読み、書字、音韻意

識をそれらに加え総合的に構成した。そこで、

本プログラムを子どもの自然な発達と環境を重

視したという観点から「ナチュラル・アプロー

チによる文字指導プログラムJ と呼ぶこととす

るo

以下に、 [2Jで文字指導プログラムの概要を

提案し、 [3Jで一精神遅滞児に本プログラムの

中心的なステップ(⑤~③)を適用した経過に

ついて述べ、本プログラムの妥当性の一端を検

討したい。

[ 2 ] 文字指導プログラムの作成

1 .プログラムの作成

1 )文字習得に必要な側面の設定

文字習得に必要な側面を以下のように設定し

た。

A.文字習得に必要な 5側面

【意味理解】:文字が意味を持つことの理解。

基本的な指導形態は、机上で絵カードや音声と

文字単語を対応させる学習である。

{使用上文字が使用されていることへの興

味、気付き。子ども自身による実用的な文字の

使用。日常生活場面やゲーム場面など、文字を

使用する必然性のある文脈を設定し、指導を行

つ。

{読み】:文字の音声化。

【音韻意識】:音韻への気付きから音韻分解の

習得までを含む。

【書字】:文字の書字化、またはその前提とな

る活動(直線・曲線の視写、文字のなぞり書き

等)。

B.文字習得の準備となる側面

話しことばの側面(語索、構文、発音、コミュ

ニケーション、脱文脈的な言語等)、認知的側面
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Table 1 文字指導プログラムのステップ一覧

各ステップの到達目標

く文字準備段階〉

I 文字への興味及び名前の単語・仮名文字の視覚・音声弁別

①(ア)文字への興味と気付き

付)名前の単語の視覚・昔声弁別

② 名前構成仮名文字の視覚弁別

③ 名前構成仮名文字を含む単語の視覚弁別

④ 名前構成仮名文字を含む単語の音声弁別

II 文字単語の音声・意味化(1)

⑤窺近性の高い文字単語の意味化(意味化の手続き理解)

⑥ 親近性の高い文字単語10{屈の意味化(実物、絵と文字を対応できる)

⑦親近性の高い文字単語10惜の音声弁別

③ 親近性の高い文字単語10個の音読

III 仮名文字の習得(1)

⑨ 親近性の高い文字単語10{屈に含まれる仮名文字の音声弁別

⑬親近性の高い文字単語10偲に含まれる仮名文字の音読

IV 文字単語の音声・意味化(2)

⑪親近性の低い文字単語10侶の意味化

⑫ 親近性の低い文字単語10{屈の音声弁別

⑬ 親近性の低い文字単語10偲の音読

V 仮名文字の習得(2)

⑬ 親近性の低い文字単語10個に含まれる仮名文字の音声弁別

⑬ 親近性の低い文字単語10個に含まれる仮名文字の音読

VI 単語構成

⑬ 文字単語の構成

⑫音声言語による音韻分解

VII 五十音の習得

⑬ 五十音(清音文字)の音声弁別

⑬ 五十音(清音文字)の音読

⑫仮名文字・文字単語の書字

VIII 特殊仮名文字の習得

⑫ 特殊仮名文字の視覚弁別

⑫ 特殊仮名文字の意味化

⑫ 特殊仮名文字の奇声弁別

⑫ 特殊仮名文字の音読

⑮ 特殊仮名文字の書字

(形態弁別、ストーリ一理解等)、環境的側面(絵 覧を、 Table2に指導プログラムの一部として

本に親しむ等)がある。それぞれ、個別指導、 ステップ①から⑬、⑬、⑪を示した。プログラ

小集団指導、家庭課題において指導される D ムは文字への興味と自分の名前を用いた単語・

2 )指導ステップの設定 仮名文字の視覚・音声弁別から始まり、濁音等

Table 1に文字指導プログラムのステップー の特殊仮名文字の習得までのおステッ‘プで構
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な
る
活
動

意
味

理
解

使
用

読
み

音
韻

意
識

書
字

話
し
こ
と
ば
居
月
l原
境

②
名

前
構

成
仮

名
文

字
の

視
覚

弁
別

文
字

枠
-
自

分
の

名
前

-
好
き
な
絵
を

読
仮

名
文

字
を

l
文

字
枠

を
使

用
②

な
ぞ

り
奮

さ
〈
話
し
こ

と
ば
の

く
目

標
〉

名
前

に
含

ま
れ

て
い

る
仮

名
文

字
の

視
覚

弁
別

す
る

件
に

含
ま

れ
る

み
な

が
ら

タ
イ

つ
ず

つ
指

さ
し

し
た

音
韻

(
仮

向
上
〉

く
手

続
き

〉
姓

名
別

に
、

含
ま

れ
て

い
る

仮
名

文
字

を
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

。
仮

名
文

字
の

ト
ル
や
セ
リ
フ

て
読

む
名

文
字

)
の

視
A
短

直
線

-伝
え
た
い
と
い
う

そ
の

際
、

マ
ッ

チ
ン

グ
を

視
覚

的
に

補
助

し
仮

名
文

字
の

気
付

き
を

援
助

す
視

覚
弁

別
が

書
か

れ
て

い
(
指
導
者
の
模

覚
的

な
気

付
き

長
直

線
意
欲

る
た

め
に

、
マ

ッ
チ

ン
グ

カ
ー

ド
を

置
く

文
字

枠
を

提
示

す
る

。
-

自
分

の
名

前
る

文
字

を
指

さ
倣

で
指

さ
し

(
語
用
・
意
味
而
)

く
発

展
〉

・
文

字
枠

の
手

が
か

り
な

し
で

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
。

の
視

覚
弁

別
す

な
ど

し
て

字
て

読
も

う
と

B
短

曲
線

-
マ

ッ
チ

ン
グ

の
モ

デ
ル

と
な

る
側

の
名

前
カ

ー
ド

の
仮

名
文

字
の

区
切

り
-

姓
と

名
の

文
に

興
味

を
持

た
す
る
)

長
曲

線
-
要
求
、
報
告
、

叙
述
、
質
問
等
コ

線
を

な
く

し
て

マ
ッ

チ
ン

グ
す

る
。

字
の

区
別

せ
る

連
続

曲
線

ミ
ュ

ニ
ケ

ー
-
横

書
き

で
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

。
巴←

r
rカア

シ
ョ
ン
機
能
の

-
選
択
肢
を

増
や
す
。

ど
こ
に

-
自

分
の

名
前

-
プ

リ
ン

ト
物

に
C
角

拡
大
と
実
用
的

-
家

族
や

友
達

な
ど

親
し

い
人

の
名

前
に

含
ま

れ
る

仮
名

文
字

を
弁

別
す
る
。

る
か

な
?

J
に

含
ま

れ
る

触
れ

さ
せ

て
興

使
用

仮
名

文
字

の
味

を
持

た
せ

③
点

描
-
脱
文

脈
的
な
話
題

音
声

弁
別

→
る

・
名
前

に
合

の
理
解
と
表
出

③
名

前
構

成
仮

名
文

字
を

含
む

単
語

の
視

覚
弁

別

国
文

字
の

音
声

ま
れ

る
仮

名
文

A
直

線
(
例
、
出
来
事
の
報

〈
目

標
〉

名
前

に
含

ま
れ

て
い

る
仮

名
文

字
を

含
む

単
語

の
視

覚
弁

別。
記

号
化

字
を
見
付
け
、

告
)

く
手
続
き
>
(a)

名
前

に
含

ま
れ

る
仮

名
文

字
を

含
む

単
語

を
選

ぷ
。

(b)
r
~
ち
ゃ
ん
の

B
斜

め
-
語
棄
の
甚
大

絵
一

文
字

カ
ー

ド
単

語
カ

ー
ド

に
、

文
字

単
語

の
マ

ッ
チ

ン
グ

を
行

な
r
こ
』
ね
」
、

「こ
(
統
語
面
)

う
。

マ
ッ

チ
ン

グ
の

手
続

き
理

解
を

促
す

た
め

に
マ

ッ
チ

ン
グ

枠
を

用
名

前
カ

ー
ド

れ
と

こ
れ

は
同

C
複

雑
-
二
語

文
、
三
語
文

い
る
。

(c
)視

覚
弁

別
と

仮
名

文
字

へ
の

気
付

き
を

促
す

た
め

、
名

前
カ

ー
じ
ね

J
な

ど
声

の
理
解
と
表
出

ド
を

参
照

し
て

「
か

な
と

の
『
こ.
l
J
だ

ね
な

ど
と
言
及
し
、
{
反
名
文
字

d
 

か
け

し
て

意
識

④
形

描
写

-助
詞
の
使
用

に
気

づ
か

せ
る

よ
う
に
す
る
。

回
目

と
イ
じ
さ
せ
る

図
形

つ
く
発
展
〉

・単
語

の
中

の
、

名
前

に
含

ま
れ

て
い

る
仮

名
文

字
の

入
る

位
iJ

~ 
(
駅
名
の
看
板
、

(
構
音
而
の
改
善
)

置
を

変
え

る
。

容
易

な
順

は
語

頭
、

語
尾

、
言

中
な

広
告
、
絵
本
等
)

-
運
動

機
能
の
向
上

.
3
音

節
の

単
語

で
実

施
す

る
。

-文
字

単
語

カ
ー

ド
の

み
で

マ
ッ

チ
ン

:: 
-口

腔
機
能
の
改
善

グ
す
る
。

一
-
生

活
の

中
で

文
-
構
音
訓
練

-
マ

ッ
チ

ン
グ

枠
を

提
示

せ
ず

に
マ

ッ
チ

ン
グ

す
る

。
字

に
触

れ
る

機
等

-
名

前
カ

ー
ド

を
提

示
せ

ず
に

マ
ッ

チ
ン
グ
す
る
。

会
を

増
や

す

④
名

前
構

成
仮

名
文

字
を

含
む

文
字

単
語

の
音

声
弁

別

(a)
回

目
目

「
r

h
r

v
u

g
入

く
目

標
〉

名
前

に
含

ま
れ

て
い

る
仮

名
文

字
を

含
ん

だ
文

字
単

語
の

っ
て

い
る

の
音

声
弁

別
を

す
る。

は
ど

れ
?

J

く
手
続

き
>
(a)

名
前

に
含

ま
れ

て
い

る
仮

名
文

字
を

含
む

文
字

単
語

(b)
 

は
ど

れ
?

J

の
音

声
言

語
の

み
を

聞
い

て
弁

別
す

る
。

(b
Xa
)
の

文
字

単
語

の
中

で
自

分
の

名
前

に
含

ま
れ

て
い

る
仮

名
文

字

を
音

声
言

語
で

弁
別

す
る

。

*(
a)

、
(b)

共
に

わ
か

ら
な

い
と

き
は

、
自

分
の

名
前

カ
ー

ド
(

I
③

参
照

)
を

参
照

視
さ

せ
る

。

*
姓

よ
り

も
名

の
方

が
一

般
的

に
親

近
性

が
あ

る
。

そ
こ

で
、

名、

姓
の

順
に

実
施

す
る

と
よ

い
。

ホ
話

し
こ

と
ば

の
構
音

が
不

明
瞭

な
場

合
、

名
前

に
含

ま
れ

る
仮

名
文

字
全

て
の

音
声

弁
別

が
困

難
な

場
合

が

あ
る
。

そ
の

際
は

次
の

ス
ラ

ッ
プ

に
移

り
、

名
前

に
含

ま
れ

る
仮

名
文

字
の

音
声

弁
別

を
並

行
し

て
指

導
す
る

(
構
音
面
の
改
善
も
行
う
)
。



(T
ab
le
 
2
の
続
き
)

準
備
と
な
る
活
動

字
|
話
し
こ
と
ば
/
鰍
/
職

く
認
知
商
〉

基
礎

概
念

の
習

得
、

拡
大

(
比
較
概
念
、

空
間
概
念
、

形
容

詞
、

副

詞
を

含
む

抽

象
概

念
の

理
触
→
表
出
)

-
指
で
な
ぞ
る

・
太
枠
で

書
い

た
仮

名
文

字
の

中
を

な
ぞ

る

字
文

名
反

創
文 ず 伴 う

名 つ に も

仮 l す し 読 )

( を さ さ て る

韻 ) 指 指 せ す

音 字 つ ( わ と

い む 読 )

み 一 首 同 み 読 に る

の 読 で 的 す

性 の 倣 発 と

近 語 模 白 う

親 単 ( ↓ も

書

A
な
ぞ
り

読

側

用
使

意
味

理
解

親
近

性
の

高
い

単
語

の
記

号
化

B
名

前
を

自
分

で
書
く

(
名
→
姓
)

知
TI

2言 野 ・ ¥ 」 / 唱 岡 山 川 芦 ・ 議 三 一

視
写

-
概
念
に
対
す

る
文
字
単
語

に
よ

る
記

号
化

る。 〈
発
展
〉
・
横

書
き
で
実
施
す
る
。
・

(c
)
で

、
字

形
の

類
似

し
て

い
な

い
選

択
肢

を
2
枚

に
し

て
選

択
さ

せ
る

。
-

仮
名

文
字

の
数

を
3
つ
に
す
る
。

⑥
親

近
牲

の
高

い
文

字
単

語
10
個

の
意

味
化

I
 

(a
) 
I

..A
..-

I
 I
 

(b
) 
I一

工
一

寸
く
目
標
〉
個
人
に
親
近
性
の
高
い
文
字
単
語
10
個

を
絵

や
実

1~
/
\
"
ア

1
~_

) 
1
 1
 
いど

I
¥
?
I

物
と
対
応
さ
せ
る
。

b
戸

1
 c
1
1
 

1
 ~
、
i

〈
手
続
き
〉
個
人
に
親
近
性
の
高
い
文
字
単
語
主

10
信
選
山
'
-
-
-
-
-
-
-
'
-
-
-
-
'
，

I
一
一
一

J

す
る

(
原

則
と

し
て

は
じ

め
は

2
つ
の
仮
名
文
字
と
す
る
。
)

(a
)絵

一
文
字
単
語
カ
ー
ド
で
遊
ぶ
(
【
使
用
〕
参
照
)

(b
)絵

や
実
物
に
文
字
単
語
を
対
応
さ
せ
る
。

*
動

機
付

け
に

留
意

す
る

。
絵

や
実

物
と

文
字

が
対

応
す

る
必

然
性

の
あ

る
場

酪
を

用
い
る
(
【
使
用
】
偶
面
参
照
)
。

*
 

1
度
に
10
個

の
文

字
単

語
を

指
導

せ
ず

、
分

散
し

て
実

施
す

る
。

〈
発
展

〉
・
選
択
肢
を
増
や
す
。
・
横
書
き
に
す
る

0

・
対

応
さ

せ
る

絵
を

変
え

る
(

色
、

大
き

さ
、

形
態

)

・
字

形
の

類
似

し
い

る
文

字
単

語
の

中
か

ら
弁

別
す

る
(

例
、

あ
め

、
ま

め
)0

・
語

頭
、

語
尾

の
い

ず
れ

か
を

同
一

文
字

に
し

た
選

択
肢

か
ら

対
応

さ
せ

る
(

例
、

か
し

、
か

さ
)

ω
回

目
ω
)
凹
日
i:!?:

()
-E

 

日 山 町

日 出 川

1 1 8 1  

説 捌
-
文
字
記
号
に

対
す

る
音

声
言

語
化

ス
テ

ッ
プ

(
目

標
と

手
続

き
)

11 
文
学
単
語
の
音
声
・
意
味
化
(
1
)

⑤
親

近
性

の
高

い
単

語
の

意
味

化
(

意
味

化
の

手
続

き
理

解
)

〈
目
標

〉
文

字
が

意
味

を
持

つ
(

絵
と

対
応

す
る

)
こ

と
へ

の
気

付
き
と
手
続
き
理
解
と
す
る
。

く
手

続
き

〉
絵

と
文

字
単

語
(
2
つ

の
仮

名
文

字
)

を
対

応
さ

せ
た

カ
ー

ド
(

以
下

、
絵

一
文

字
単

語
カ

ー
ド

)
を

提
示

す
る

。
そ

の
際

(a
)文

字
単
語
を
半
分
隠
す
、

(b
)文

字
単

語
に

対
応

し
た

絵
の

割
合

を
小

さ
く

す
る

な
ど

し
て

絵
と

文
字

の
対

応
を

強
調

さ
せ

る
。

次
に

絵
に

文
字

単
語

(
選

択
肢

は
1
つ

)
を

対
応

さ
せ

る
((
c)
)
。

家
庭

で
は

特
に

絵
一

文
字

単
語

カ
ー

ド
に

触
れ

る
機

会
を

多
く

す

凶
凶

⑦
親

近
性

の
高

い
文

字
単

語
10
個

の
音

声
弁

別
く
目
標
〉
⑥
で
用
い
た
文
字
単
語
を
音
声
言
語
で
弁
別
す
る
。

〈手
続

き
>

2
枚

の
カ

ー
ド

を
提

示
し

、
絵

は
提

示
せ

ず
に

音
声

言
語

だ
け

で
rr

か
さ

』
は

ど
れ

?
J

と
尋
ね
る
。

〈
発
展
〉
・
横
書
き
に
す
る
。
・
選
択
肢
を
増
や
す

0

.
形
態
の
類
似
し
た
文
字
単
語
の
中
か
ら
音
声
弁
別
す
る
。

・
選
択
肢
の
単
語
に
つ
い
て
語
頭
、
語
尾
の
い
ず
れ
か
を
同
一
文
字
に
す
る
。

目 、 ‘ 」 ，  

- ‘ し
二 悶 筒 向 み

一 の 持 諒 時 抗叫

一 性 の

一 近 語

一 親 単
カ

主
←

「
こ

れ
は

何
と

読

γ
1

 
む
の

?
J

③
親

近
性

の
高

い
文

字
単

語
10
個

の
音

読
く
目
標
〉
⑥
で
用
い
た
文
字
単
語
10
個
を
音
読
す
る
。

く
手
続
き
〉
絵
は
提
示
せ
ず
に
文
字
単
語
カ
ー
ド
の
み
を
提
示
し
、

仮
名

文
字

を
指

さ
し

な
が

ら
音

読
さ

せ
る

。
読

め
な

い
と

き
は

、
絵

を
提
示
し
て
確
認
さ
せ
る
。

く
発
展

〉
・
横
書
き
に
す
る
。

・
r__
__
ち

ゃ
ん

の
『

か
』

だ
ね

」
な

ど
と

声
か

け
し

、
音

韻
意

識
を

高
め

る
0

.
絵
本
な
ど
カ
ー
ド
以
外
の
教
材
で
音
読
す
る
。

・
絵
本
な
ど
の
文
字
列
の
中
で
文
字
単
語
を
抽
出
し
て
音
読
す
る
。



(
T
a
b
l
e
 2

の
続
き
)

ス
テ
ッ
プ
(
自
標
と
手
続
き
)

但リ
面

|
準
備
と
な
る
活
動

意
味

理
解

使
用

~
 

み
音

韻
意

識
書

字
i話

し
こ
と
ば
/
撒
1/職

親
近

性
の

高
-
単

語
カ

ド
を

親
近

性
の

高
い

-
音
韻
(
仮
名

⑥
習

得
し

た
仮

い
単
語
に
含

仮
名

文
字

に
切

単
語

に
含

ま
れ

文
字
)
ご
と

名
文

字
の

番
ま
れ
る
20
個

り
離
す
。

る
仮
名
文
字
の

に
積
み
木
を

子~
守

の
仮

名
文

字
読
み

置
く

(
文
字
の
選

の
視

覚
一

音
-

ボ
ー

リ
ン

グ
(
模
倣
か
ら
自

定
に

注
意

:
声

記
号

化
ゲ

ー
ム

(
仮

名
発
へ
)

-
音
韻
(
仮
名

親
近

性
、

微
*
五
十
音
表
の

文
字

を
ピ

ン
の

文
字
)
ご
と

細
運

動
等

を
導

入
裏

に
つ

け
、

当
に
シ
ー

lレ
を

考
慮
)

た
っ
た
ピ
ン
の

は
る

文
字
を
読
む
)

A
視

写
-
大
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成されている D

文字指導の方法には、仮名文字から導入する

ボトムアップ的方法と、文字単語から導入する

トップダウン的方法がある O 文字指導の導入期

に、文字を意味あるものとして認識させてゆく

ために、本プログラムでは文字単語から仮名文

字へというトップダウン的な指導方法をとっ

た。

以下にステップの概略を示す。

I 文字への興味と名前の単語・仮名文字の

視覚・音声弁別

文字への興味や文字が意味を持つことに気づ

くような環境の設定と対象児の名前を構成して

いる親近性の高い単語・仮名文字の視覚弁別が

できるようにする O

①-(ア)文字への興味と気づき o ①-tイ)名前の

単語の視覚弁別(自分の名前を書いた文字カー

ドのマッチング)、音声弁別(自分の名前を罰い

て、自分の名前を書いた文字カードを選ぶ)0②

名前構成仮名文字の視覚弁別。③名前構成仮名

文字を含む単語の視覚弁別。④名前構成仮名文

を含む単語の音声弁別。

II 文字単語の音声・意味化*1 (1) 

次に名前を構成している親近性の高い文字を

含む単語の意味化のステップに入るo

⑤一つの文字単語*2で、絵と文字単語のマッチ

ングができ、絵と文字を意味的に結びつけるこ

とが可能になる手続き(以下「意味化の手続き J

と呼ぶ)を理解する (rくつJ の絵カードに「く

つ」の文字単語が対応で、きる等)。⑥親近性のあ

る10儲の文字単語を選択し意味化の手続きを

とる。⑦親近性の高い 10個の文字単語の音声弁

別(例 :γくつ」はどれ?と聞かれ、 rくつJの

*1本研究では「文字の意味理解」を 「視覚的な形

態が記号的機能を持つことの理解J とする。具

体的には文字への関心や、絵と文字単語の対

応、仮名文字による文字単語の構成等の活動が

含まれ、これらを促進するための手続きを総称

して「意味化の手続き」と呼ぶ。

*2本研究で文字単語とは、 γいしJといった文字記

号化されている単語を指し、仮名文字とは「い」

といった 1つlつの文字を指すこととする。

絵カードが取れる)0 ③親近性の高い文字単語

10偲の音読。

III 仮名文字の習得(1)

IIの⑥で選んだ、親近性の高い 10個の文字単

語に含まれている仮名文字を音声言語で理解

し、また読めるようにする口

⑨親近性の高い文字単語 10個に含まれる仮

名文字の音声弁別。⑬親近牲の高い文字単語に

おける仮名文字の音読。

IV 文字単語の音声・意味化 (2)

弁別できる仮名文字を増やすために、 IIの⑥

で選んだ単語以外にさらに 10単語を選び、意味

化の手続きをとる。

。親近性の低い文字単語 10偲の意味化。⑫親

近性の低い文字単語 10個の音声弁別。⑬親近性

の低い文字単語 10個の音読。

V 仮名文字の習得 (2)

IVの⑪で選んだ文字単語 10{固に含まれる仮

名文字を音声言語で理解し、また読めるように

する O

⑬親近性の低い文字単語 10個に含まれる仮

名文字の音声弁別口⑮親近性の低い文字単語 10

{留に含まれる仮名文字の音読。

VI 単語構成

習得した仮名文字を使用して単語を構成す

るO

⑬文字単語の構成。⑫音声言語による音韻分

解。

VIII 五十音の習得

IIの手続きまたは五十音表を用いて清音を習

得する O

⑬五十音(清音文字)の音声弁別。⑬五十音

(清音文字)の音読。⑫仮名文字・文字単語の

書字。

VII 特殊仮名文字の習得

清音文字の習得における手続きを用いて、濁音

等の特殊文字を習得する。

⑫特殊仮名文字の視覚弁別。⑫特殊仮名文字

の意味化。⑫特殊仮名文字の音声弁別。⑫特殊

仮名文字の音読。⑧特殊仮名文字の書字4

各ステップは Table2に示したように原則的
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に{意味理解〕【使用) [読み) [音韻意識]r書
字}の各側面からなる D すなわち、例えば単語

の意味化を主要な自標にあげたステップでも各

側面の継続指導による反復練習をねらいとして

{使用〕、【読み}、[書字〕も同時に行ってゆく

ものである。

2 評価と指導方法

1 )評価

指導に際し、以下の観点、から評価を行なう o

(1) 発達的評価:プログラムにおける子ども

の現在のステップを各側面別に評価する D 文字

習得以前の子どもについては r文字準備段階J

に一部示す文字指導の基盤となる発達の評価を

各側面ごとに行い、発達的に妥当な課題を設定

する D

(2) 社会・環境的評価:母親(両親)面接や

家庭訪問、また学級訪問などから家庭や学級で

の文字への興味や本児及び周回の人々の文字使

用へのニードを調査し、生活環境において文字

使用が可能かどうかといった課題の社会的妥当

性を十分に検討する。

2 )指導手続き

(1) ステップの選択:評価に基づき、指導ス

テップを選択する文字準備段階』であれば、

まず形の弁別などの文字以前の言語、認知的基

盤について指導を行なう O

(2) 文字の選定:文字単語選定チェックリス

ト (Table3) を基に、社会・環境的要因と発達

的要因から、偶人に合った文字単語及び仮名文

字を選択する。このチェックリストは、母親と

の面接や行動観察を基に、各個人の生活に結び

ついた仮名文字を選ぶためのチェックリストで

ある r文字の特徴」は、文字単語の品詞や形態

(単純か複雑かなど)、一般的によく使用される

場面や一般的な親近度(カキよりもリンゴのほ

うが一般的に親近性が高い)について評価する口

一方、 r{国人的要因」で、は、その単語を話しこと

ばのレベルで理解、表出できているか、また正

確に発音できているかといった発達的側面と、

個人の名前に含まれているか、また興味やその

個人を取り巻く環境での使用頻度や使用される

場所といった社会・環境的側頭の評価を行うむ

この γ個人的要因」が評価の上では最優先され

るO それ以外では、実際に指導を行う擦に、教

材の揃えやすさや、複数場面で使用することが

可能か (r他場面との重複J) などの指導環境に

関する評価も含めて総合的に文字単語を評価す

るO

(3) 指導:各ステップ毎に指導を行なう。【理

解}、【読み)、{書字}の側面については机上で

行う。使用の側面については、菓子絡に fおや

つJ の文字単語を貼るというような家庭や指導

場面における自然な環境配置や、ゲーム、買い

物などでメモを見て行動するといった文字に関

連する活動を生活の中で設定する。

[3 ] 事例への適用

1 .呂的

本研究では、前述した「ナチュラル・アプロー

チによる文字指導プログラム」のステップ⑤

~③を 7歳のダウン症児に適用した指導経過を

報告し、本ステップの妥当性について検討する D

2.方法

1 )対象児

ダウン症男児1.T !t't.o特殊学級在籍の小学校

2年生。指導開始時の CAは7: 060 田中ビネー

式知能検査によると CA7 : 03時点、で MA3:

04， IQ 46であった。染色体型は 21トリソミー

で、感覚・運動機能に重い障害はなかった。本

児は 0"-'3歳まで民間施設の早期教育プログラ

ムに、 4歳からは T大学において個別、小集団

指導、家庭課題の指導を受けていた。幼児期は

幼稚屈に、小学校 1年から特殊学級に在籍して

いた。

学習態度は安定しており、意欲的に課題に取

り組んだ。認知面では 5つの型はめの視覚弁別

が可能でト、大小概念、 2までの数概念、上下の位

置関係の理解を獲得していた。ブロスティッグ

視知覚発達検査 (CA7 : 06時点)では知覚指数

CPQ) 58であった。言語面では絵画語い発達検

査 (PVT) CCA 7 : 04時点)が語棄年齢 4: 00、
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Table 3 文字単語選定チェックリスト

場 面 (例) 買い物

上位 くだもの
カテゴリー

下位 ①かき ②なし

名詞 O O 
ロロロ

形容詞

言可
副詞

動詞

一般的な親近度 O ム

特
易 し

背3 中 かき な

徴
難

態
類似文字 O O 

の有無 さ たつ

名前構成文字の有無 O O 

音声言語理解 O × 

音声言語表出 O × 

個人要因的
語頭文字 O × 

発
語中文字

コ臼コ己

語尾文字 O O 

使用場所 府 活

興 味 O × 

他 場 面 との重複 O O 

教材のそろえやすさ O × 

京念 」仁21h 評 価 。× 

評価点 Iであり、基本 100語棄検査(長

崎，19956
)) (CA 7 : 03時点)では理解言語 100、

表出言語 91(名詞 57/65、動詞 20/20、形容詞 14/

15)であった。構音検査 (CA7:即時点、)では/

s/ ，/n/の省略、また一貫性のない語頭子音の脱

落が多く、全体的に構音は不明瞭で、あったが、

模倣によって明瞭度が高くなる傾向が見られ

た。会話は主に単語からこ語文で行われ、要求、

拒否、報告、叙述、質問の機能は実用的に使用

できていた。学校や家での出来事を両親以外の

人に対しでも自分から報告しようとすることも

やさい

よくみられた。家庭課題で年少時から行ってい

た母親との絵本遊びが好きで、絵本への興味が

高かった。

2 )指導期間・指導形態

CA 7 : 06から 8: 00まで、 T大学の学齢児

発達支援プログラムの一部として行なった。指

導は、大学で月 1回、家庭訪問により家庭で月

2回、計月 3回、合計 15セッションを行った。

1屈の指導は、個別指導 45分間、小集団指導 25

分間、面接 30分間からなる O 文字指導は、個別

指導の中で 1セッション 20分間程度行われた。
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個別指導は、メインティーチャーとサブティー

チャ-1名ずつで行った。

3 )指導手続き

(1) 文字発達評価:本児は文字を見つけると

凝視するというような文字への興味の芽生えが

出てきており、また仮名文字の視覚的形態弁別

が可能であったD また、自分の名前に含まれる

仮名文字を音声弁別、音読できていた。書かれ

ている文字を大人が指さしてrIiくつ』だねJな

どと声かけすると、文字を見ながら音声模倣す

ることがあったが、文字単語の弁別には到って

いなかった。以上から、文字指導プログラムで

はステップ④まで習得していると評価された。

(2) 社会・環境的評価:指導開始時に母親面

接、家庭訪問、学級訪問、また担任との話し合

いを行った結果、本児が文字に興味を示し始め

ていること、また母親からの文字使用について

の要望が高いことが示された。

(3) 指導目標の設定:(1)、(2)から、文字の意

味化についての指導を目標とした。文字指導プ

ログラムではステップ⑤から③まで、つまり文

字が意味を持つことへの気づき(ステップ⑤)

から親近性の高い文字単語 10個を絵の手がか

りによって弁別でき(ステップ⑥)、次いで音声

言語で弁別でき(ステップ⑦)、読めるようにな

ること(ステップ③)を目標にした。

本指導プログラムでは、それぞれのステップ

について{理解}、{読み〕、{使用】、【音韻〕、【書

字}を行うことが原則であるが、ダウン症児に

ついては「音声言語による表出」の遅れが予想

されること、また「文字習得」に必要な【読み】、

{意味】、【使用}などを総括して教示すること

が効果的と考えられるため、ステップ⑤、⑥、

⑦においても【読み}を並行して行うこととし

た。本研究はステップ⑥(親近性の高い文字単

語 10個の意味化)の指導経過について報告す

る。

(4) I.T児用のステップ⑥(親近性の高い文

字単語 10個の意味化)プログラムの作成と指導

手続き:まず、文字単語選定チェックリスト

(Table 3) を用いて、文字単語 10個を選定し

た。選定基準は、発達面では、本児が比較的明

瞭に発音できている音を優先し、また理解、表

出ができている単語とした口また個人的要因と

して、使用頻度の多い対象物、また実際の経験、

絵本、テレビのコマーシャルなどから判断して、

本児にとって親近性の高い単語を抽出した。 10

個の文字単語は A群 (rまめ」・「かさ」・「はしJ・

「ほん」・「くつJ)、B群 (rいも」・「かみJ.rあめJ・

「のり J.rねこJ)に分け、指導は A群から行い、

5個の文字単語の{意味理解}における平均正答

率が 80%を越えた後、 B群の指導へ移行した。

A群ではセッション l、B群ではセッション 9

をベースラインとした。

個別指導での指導形態は、机上で行う机上課

題と、動機付けを高めるためのゲーム課題を

行った。ステップ⑥の指導手続きは以下の通り

である。それぞれの正反応に対しては賞賛を

行った。

A)【理解】、【読み】、【音韻意識}

く机上課題>

a)絵を提示して絵の名称を確認する口

b)文字単語カードを 2つ提示し、絵に対応

した文字単語を選択させるo 誤反応・無反応、に

は、絵と単語の対応している絵カードを提示し

た。

c)文字単語を指で一字一字押さえながら読

む。誤反応、・無反応には、指導者が「指さして

ごらん」と言語指示を行った。さらにできない

ときは、指導者が指さしのモデルを示し、模倣

による指さしを促した。

d)対象児が選んだ正解の絵カードと文字単

語をホチキスでつなぎ合わせ、絵一文字カード

を作成するo 家庭に持ち帰ってもらい、父親に

見せたり、音読したりして遊んでトもらう O

くゲーム課題〉

①実物(靴など)を提示して命名させる o ② 

子どもは、文字単語が添付されている 2つの箱

または袋から実物に対応していると思う方を選

択し、文字単語を読む。③籍(袋)の中には実

物(文字単語)に対応した絵カードが入ってお

り、子どもは籍(袋)を選択した後、自分で開
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封して実物と対応しているかどうかを確認す

る。正反応の場合は賞賛を行い、誤反応もしく

は無反応の場合は正しい文字単語を指さして読

み、訂正させる o

B) [書字】

絵に対応した文字カードをモデルとして単語

の視写を行う。

C) [使用)

く指導場面(時間割を読む)>

a) rもC:J rかずJ rげえむ」などターゲツ

ト以外の文字を使った時間割ボードを指導の始

めに読む。誤反応・無反応には A) のc)に準じ

たプロンプトを行った。

b) rもじJ rかず」などのそれぞれの指導に

入る際に、文字の書かれている教材の箱を持っ

てくる。誤反応・無反応には正しい箱を指さし

て、訂正させる。

く家庭(買い物場面)>

a)母親から依頼された買う物を書いたメモ

(文字単語引回)を読み、内容を確認する D

b)指導者と共に実際のコンビニエンススト

アに行き、メモを見ながら品物を選び¥購入す

る。

D) [準備となる活動】

話しことばの向上(動詞の増加、二語文のヴァ

リエーションと機能の拡大、構音面の改善)、認

知頭の向上(3までの数概念、長短、高低、熱い、

冷たいなどの意味概念の理解と言語表出、微細

運動の向上)、環境面(絵本で遊び、様々なストー

リーに親しみ、理解する)。以上の課題は個別指

導と家庭場面で実施した。

(5) 両親へのインフォームド・コンセント:

両親に1.T.児の全体発達の状態や現在の文字

発達段階また、社会・環境調査の結果を報告し、

文字指導プログラムの主旨を説明し、意見を聞

くと共に理解と同意を得た。

4 )分析方法

【意味理解]、【読み】、{音韻意識}はセッショ

ンごとに正答率を求め、【使用}、【書字】につい

ては、行動のエピソードを記述し、習得経過を

検討した。正反応の基準は以下の通りである。

【意味理解】:絵に文字単語が対応できる。【読

み]:文字単語を文字のみの手がかりで読める o

【音韻意識]:仮名文字を一字ずつ指さす。

また、指導期間中に、指導目標とした文字に

ついて家庭や自由遊び場面等でどのような理解

や興味を示すかを、母親や指導者のエピソード

記録によって確認した。

指導期間終了後に、指導で用いた文字単語に

含まれる仮名文字の読みと音声弁別の課題を実

施し、正答率を求めたD

3.結果

1 )ステップ⑥における各側面の習得経過

10個の文字単語の中から「ほん」の習得過程

について述べた後、A群、 B群ごとの平均正答

率について述べる O

(1) 文字単語「ほん」における各側面の習得

過程

【意味理解】はベースラ イン(セッション1)

は0%であったが、セッション 2、3では 50%と

なった口セッ ション ム 5でやや低下したが、そ

の後セッ ション 6には50%と増加し、セッショ

ン7、8には 100%となった口{読み]はベースラ

イン(セッション1)、セッション 2ともに 0%

であったが、セッション 3から 6にかけて徐々

に増加し、セッション 6で67%となり、セッ

ション 7、8では 100%の正答率となった。【音韻

意識}はベースライ ン(セッション 1)では 0%

であったが、徐々に増加しセッション 3では

40%、セッション 5、6では 70%台の正答率と

なった。その後セッション 7では 88%と増加

し、セッション 8では 100%の正答率が得られ

た。

【使用] (買い物)はセッション 7では、読み

の確認を行ったところ、メモを見て「ほん」と

読むことができた。屈に行くと本棚の本を

「あ- Jと言って指さし、 1冊ず、つ取って「これ

がいいか」と指導者に尋ねながら選んだ。【書字〕

では、「ほ」はセッション 3では正確な字形で書

くことができたが、セッショ ン5では右部分が

アンバランスで「ま」のような字形となった。
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Table 4 A群(文字単語 5個)における各側面別平均正答率及び行動の変化

よ々 と S 1 S 5 S 8 

意味理解 10% 38% 80% 

宮U北e み 20% 55% 77% 

音韻意識 20% 80% 90% 

常日
-母親の靴箱へ自分の靴を .Tが時間割を提示し、 -時間割の|げえむ|を指し

入れる。 、次はゲームかと言った て、もえむかと吉う。
で の に対し、時間割の
の

|げえむ|を指してホげぷ、

使|気Z げぷ庁と苦い、ゲームの

教材を持ってくる。

. (まめ)という買い物メモ

を見て、まめ。と読み、

豆を選ぶ0

. (はし)という買い物メモ

を見て、ほかと言いかけ

るが、首を振りもはしか

と読み、箸を選ぶ0

・書 ・書の直線、角のある|・名前は姓名ともおよその

線、曲線などのなぞり書| 字形をつかんで書ける。

きは組雑であったが、で|・余白に数字(2 )を書く。

きているo

・鉛筆も正しく持つことが

できる。

-恐竜の絵本を見て γウミ

ノ ナカ ?J、「クジラ ?J

準備と | などの質問が出て、話題

なる活動| を発展させる。

-友達の名前を書こうとす

買

用

しユ

物

字

名

ど

書

(

な

る。

. (まめ)という買い物メモ

を見て、まめかと読み、

豆を選ぶ0

. (はし)という買い物メモ

を見てホはしかと読み、

箸を選ぶ。

注)S:セッション T:指導者

セッション 7ではより見本に近い字形となっ

た。が、セッション 8では右部分の 3画自の横

線と輪を形成する曲線がぶつかり、全体的にア

ンノてランスになった。「ん」については、セ ッショ

ン3では点線をなぞることができた。またセッ

ション 5、7では点、線なしでおよその字形を書く

ことができた口さらにセッション 8では最後の

曲線部が見本に近い形となった。

(2) 文字単語 10個の各側面の習得過程

次に、 A群の文字単語 5個における各側面別

の平均正答率及び行動の変化を Table4に、ま

た【意味理解}、【読み】、【音韻意識】の平均正

答率を Fig.1に示した。

セッション 1のベースラインでは【意味理

% BL Tr 
100 
90 
80 

平 70
均 60

正 50

答 40
率 30

量

10 • O 
Sl S2 S 3 S 4 S5 S6 S 7 S 8 

セッション

一一骨一意味理解 一一・一読み 一-..-ー音韻意識

BL:ベースライン Tr:指導

Fig.1 A群(文字単語 5個)における各側

面別平均正答率
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解]、{読み}、【音韻意識}の平均正答率はそれ

ぞれ、 10、20、20%であった。指導期では{意

味理解}、【読み]の平均正答率は、増減を繰り

返しながらもほぼ平行して全体的に上昇し、【音

韻意識}は全体的に高い平均正答率で推移した。

またセッション 4、5で{意味理解〕の平均正答

率が低下すると{読み}の平均正答率も低下し、

セッション 6では{意味理解}、{読み】共に平

均正答率が上昇した。

{使用}では、時間割ボードに書かかれてい

る文字単語を読もうとしたり、それが示す教材

を指さして持ってくることができた。また、買

い物課題では買い物メモを読んで選ぶことがで

きた。【書字】では、自分の名前についておよそ

の字形を書くことができるようになった。

次に B群の文字単語 5個における各側面別

平均正答率及び行動の変化を Table5に、また

【意味理解】、【読み】、【音韻意識】の平均正答

率を Fig.2に示した口

セッション 9のベースラインでは【意味理

解】、【読み}、【音韻意識}の平均正答率はそれ

ぞれ、 20、0、70%であった。指導期では【意味

理解】、{音韻意識}の平均正答率は、指導開始

期から比較的高かった。{読み】の平均正答率は

40-50%と、他側面に比し低い正答率で推移した

が、セッション後半で意味理解、音韻理解の正

答率の上昇に伴って、漸次的な上昇が見られた。

セッション全体を通して{意味理解】の平均正

答率が【読み]の平均正答率より高かったが、

{意味理解]と{読み】はほぼ平行して上昇、

低下を示し、全体的な推移の傾向は類似してい

た。

{使用]では、{意味理解】が安定してきたセッ

ション 11、13に、知らない文字単語の意味を指

導者に尋ねる行動が見みられた。

また買い物課題では、「かみ」以外の文字単語

において買い物メモの読みと実物選択を正確に

行うことができた。【書字}では絵本を見て文字

様の模様を書き写す様子が見られた。

2 )呂常生活場面での文字単語理解と文字へ

の興味・気づき
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指導した文字単語に関して、次のような家庭

でのエピソードが母親から報告された。

γかさJ の文字単語を見て γかさ、かさ」と

いって傘をさす格好をする(セッション 4)0 rま

め」の文字単語を見て「まめまめ、まーめJ と

いうコマーシャルソングを歌う(セッション

5)口「かみJの文字単語を見て「紙か-J といい

ながら、紙を持ってくる。「いも Jの文字単語を

見て、遠足で芋掘りをしたことを思い出して、

母親に話す(セッション 13)(一部抜粋)。

このように、指導した文字単語が生活の中で

の対象の意味を示していることが理解できてい

る様子が伺えた。また、文字全般への興味や気

づきに関して、次のようなエピソードがあった。

友人の名前を書こうとする(セッション 2)。

字を書いて父親に持ってゆく(セッション 6)口

友人の名前の中に fみ」を見つけ、母親に知ら

せる(セッション 11)。傘の柄を見て「しJの形

をしていると母親に話す(セッション 11)。

3 )指導期間終了時の仮名文字の読みと理解

指導期間終了時に A群、 B群の文字単語に含

まれる 20偶の仮名文字の読みと理解(音声語で

「く 」はどれ?と間かれ「く J の仮名文字を弁

別できる)の正答率を澱定した。その結果、読

みが 80%、理解が 80%であった。

4.考察

ステップ⑥の指導によって、親近性の高い 10

個の文字単語と絵カードの対応が可能になっ

た。また、買い物場面で文字単語を手がかりに

買い物が可能になったり、家庭でのB常生活の

中で文字単語を見てそれに関連したことを話そ

うとするなどの行動が観察された。以上から、

ステップ⑥によって、文字単語を意味のある語

として理解できるようになったと解釈してよい

と考えられ、本ステップの一定の妥当性を示し

ていると考えられよう O さらに、指導期間終了

後の検査によって、直接には指導していない、

個々の仮名文字の音声弁別と読みが可能になっ

ていた。この事実は、文字単語を絵カードに対

応させるという、本指導で用いたトップダウン
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Table 5 B群(文字単語5個)における各側面別平均正答率及び行動の変化

よとご
意味理解

ニUτtEr み

音韻意識

戸吊自1.4 

で
の
メヌづf¥， ・

{吏 き

白幽畠鼻『骨明帯幽

用
寅
しユ
物

ヰ言ヰ言づr-'-ー~ 

(名前

など)

準備と

なる活動

% 

100 
90 

80 
司z70 

均 60
正 50

答 40

率 30
20 
10 
O 

BL 

A 

2・
S9 

S 9 

20% 

。%

70% 

-時間部のItclを指し、
母親を見て、もじかと言

フO

ーーーー司._-ー_.・ー帽唱曲--ーーー・ーー司~ - - - -幽値曲幽岨』幽--勘曲』喧ーー

. (あめ)という買い物メモ

を見てホまめかと読むが、

紙を選ぶ。

. (のり)という買い物メモ

を見てホのりかと読み海

苔を選ぶ。

-名前は姓名とも粗雑では

あるが、字形をつかんで

書く。

Tr 

S13 S15 

92% 88% 

55% 67% 

100% 100% 

-時間割のoコを指し、 .Tが相次は何?かと言っ

、かーく H と言う。 たのに対し、時間割の
.Tが、次はゲームねかと iかいもの|を指して

言うと、ホゃった一。ゲー 、ゲープかと言う。 Tが

プ庁と言って、ゲームの 、かいものだよかと言う

教材を持ってくる。 と、あっ、かいものかーか

と言って外を指す。
帽暢幽・骨畠同情齢ーー・・・事明p ・a 幽姐』幽台骨圃明M・b 幽晶時四・..色晶白血酔胃明亭欄幽曲幽曲邑

. (いも)という買い物メモ . (いも)という買い物メモ

を見て、いも庁と読み、 を見て~ユも、いも H と

芋を選ぶ。 言い、芋を選ぶ。

. (かみ)という買い物メモ . (かみ)という買い物メモ

を見て、あめρ と読み、 を見て、あめH と読むが、

飴を選ぶが、 Tの指示に 気づいて首を振り、市か

より訂正し、紙を選ぶ。 み。と言って紙を選ぶ。

-絵本のページをめくり、 -自分が書いた文字の下や

写して文字らしきものを 横にOをつける。

書く。 -余白に数字(2 )を書く O

-余白に数字(2 )を書く。 -余白に漢 の(月)を書

-自分が書いた文字の下や く。

横tこOをつける。

. 1"みJを見ると、友達の名

前の「み」、みかんの「み」

だと言う。

-傘の柄の部分を指し、し庁

の形をしていると言う O

注)S:セッション T:指導者

的な方法によっても、個々の仮名文字の習得が

可能であることを示している。

また、富接は指導していない文字に対しても、

その意味を指導者に尋ねるといった行動が見ら

れ、文字への関心の広がりを示しているといえ

るO

S10 Sl1 S12 S13 S14 S15 

セッション

本プログラムでは、対象児の関心や興味に合

わせて指導語棄を選択しており、このことが、

指導対象とした文字の意味理解や使用、また文

字全体への興味の広がりを促進した可能性も大

一一畳一意味理解 一一・一読み 一一世一音韻意識 きいといえよう。

BL:ベースライン Tr:指導 意味理解が進むのに関連して、読みや音韻意

Fig.2 B群(文字単語 5個)における各側 識の正答率も上昇した。このように、必ずしも

商別平均正答率 読みが意味理解に先行していたとはいえなかっ
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た。このことは、個々の仮名文字呼称が単語の

意味理解の必要条件であるとした大六 (19954
))

の結果とは異なる傾向を示したといえる。その

要因としては、大六の対象児は指導開始時既に

基本音節文字 71文字中 50文字を読み、 69文字

を理解することができており、本研究の対象児

が文字習得の初期段階であったことと比べる

と、比較的高い発達段階のレベルにあったこと

が考えられよう D すなわち、発達の初期には意

味理解が読みを促す基礎的な活動となり、一定

の文字習得後には者韻意識や読みが意味理解を

促進させる基礎的な活動になるといったよう

に、発達の段階で意味理解、読み、音韻意識の

関係が変化する可能性も考えられる。今後、こ

の点に関しての更なる検討が必要であろう D

使用については、意味理解や読みの平均正答

率が低い時期から、買い物課題において翼い物

メモの読みと実物選択が正確に行えていたこと

から、使用が意味理解や読みを促進させる 1つ

の基礎的活動になっていると思われる O 買い物

という本児の慣れ親しんだ文紙、文字単語を必

然的に使用する文脈の設定は、意味理解や読み

の習得を促す 1つの方法であるといえる O

また本研究では、音韻意識が意味理解や読み

の前提となるという傾向は示されなかった口む

しろ、 3者が関連を持ち推移してゆく傾向が見

られたといえ、音韻意識が仮名文字読みの前提

であるとした天野 (19701
)) の知見とは異なる傾

向を示していた。この事実は、大六(19954
))や

吉岡・松野(199310
)) が指摘するように、音韻意

識が読みや意味理解の前提には必ずしもなり得

ない、という知見と類似していたといえよう口

しかし、本研究では、 2音節単語の文字カードに

ついて一文字ずつ指さすという、音節数に関す

る視覚的手掛かりの多い音韻意識課題であった

のに対し、天野の研究では、絵の名称を言う際、

その音節ごとに区切って積み木を置かせるとい

う音声レベルに比重を置いた音韻意識課題であ

り、このような手続きの違いが結果の違いに反

映している可能性もある O この点に関しても今

後の指導事例による検討が必要であろう。

以上から、従来の文字指導において主として

行われてきた【読みト【音韻意識}、[書字}の

指導と並行し、{意味理解】と{使用〕課題を設

定するステップ⑥を核とする本プログラムの一

定の意義は見い出されたと考えられる。今後、

本ステップを用いた指導事例を増やし、指導ス

テップの範囲を拡大することで、本プログラム

の妥当性を更に検討する必要がある。

(本研究は文部省科学研究費補助金重点領域

研究(1)課題番号 09207102の補助を受けて行わ

れた)
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Early Literacy Intervention Program by Natural Approach 

Tsutomu NAGASAKI and島1ihoONOZATO and Mizue 藍IYOKAWA

Early literacy intervention program was developed， which is consist of aspects of 

Iiteracy meaning understanding， pragmatic use of literacy， reading， writing and 

phonological awareness. This program was adapted for one 7-year-old child with 

Down syndrome. The ratio of correct response gradually increased. The tendency was 

found that reading was afTected by literacy meaning understanding. The subject can 

select objects refering written words in shopping activities which was aimed for 

pragmatic use of written words. The results show that the validiy of this program based 

on literacy meaning understanding and literacy-related experience. 

Key words : literacy program， meaning understanding， pragmatic use， Down syndrome 
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